
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学位論文内容の要旨 

本論文では、健常者の車いす操作時に障害を疑似的に再現する動作制限の技法開発の

可能性を探索することを目的に、健常者に運動機能障害を模した動作制限を施した場合

の車いす操作及び心理に及ぼす影響について検討した。 

第 1章では、障害者を取り巻く移動環境のバリアフリー化の動きや福祉体験教育等の

流れの中における本研究の位置づけを述べた。障害者の重要な移動手段に車いすがあり、

その需要は増している。移動環境評価や福祉体験などで、健常者が車いすを操作する機

会は増えているが、健常者が自由に車いすを操作した場合、運動制約がないため障害者

の動作限界や心理的負荷を正確に再現できず、障害やバリアーに対して誤った認識・評

価を持つ可能性が生じる。 

この問題の解決法として、健常者に動作制限を施すことが考えられるが、これまでの

健常者による車いす走行動作に関する報告には、車いす適用の原因になる下肢や体幹機

能障害を主対象にした研究はみあたらない。健常者に動作制限を施すことの有用性は考

えられるが、具体的な障害を想定して検討した研究はなされていない現状である。 

そこで本研究は、健常者の車いす操作時に障害を疑似的に再現できる動作制限技法の

開発に関する資料を得ることを目的に、動作制限を施した場合の身体的、心理的な反応

を明らかにすることとした。走行環境は、身体及び心理的負荷データを得やすい勾配路

走行とし、各々固有の特徴をもつ下り坂と上り坂の走行における影響について検討した。 

第 2 章では、下り坂走行における影響について、生理、心理、行動面から検討した。

健常成人 19 名を被験者とし、上肢はハンドリム把持は出来るが、下肢と体幹の運動機

能は麻痺した状態の C8-Ｔ1 レベル脊髄損傷を想定した。制限は、肩と腰をバックサポ

ートに固定して体幹が前傾できない様にし、下肢はフットサポートを外し、足尖が床に

着かないよう持ち上げる動作制限を施した。下り坂を、繰り返し停止しながら下る際の

トルク、上肢・下肢・体幹の筋電図、足底圧、内観（制動効果に対する不安感）を計測

した。勾配は緩勾配として 2.4度（1/24）と 3.8度（1/15））、急勾配として 4.8 度（1/12）
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と 5.7 度(1/10）で行った。 

‘制限なし’の場合では、フットサポートを踏むことで生じる足底への反力を利用し

て体幹姿勢を固定し制動していた。‘制限あり’の場合では、制動時の肘の屈曲やハン

ドリム把持力を強めていた。下肢はフットサポートの踏みしめは出来ないが、各筋群の

等尺性収縮が観察され、体幹は腹直筋の活動が高まった。これらは制動時に姿勢を固定

しようとする活動であり、動作制限を代償する動作と解釈された。心理的には、停止で

きるかという不安や静止状態が維持できるかという不安が増加した。 

以上より、下り坂走行では、動作制限により制限部位の筋活動の抑制がみられ、代償

動作が生じるものの制動効果に対する不安感が増加することが分かった。 

第 3 章では、上り坂走行における影響を検討した。制限の仕方は下りと同様である。

勾配は緩勾配群（2.4度（1/24）、 3.4 度（1/17）、3.8 度（1/15））と、急勾配群（4.8

度（1/12）、 5.2度（1/11）、 5.7度(1/10）)とし、健常成人 10名を被験者として操作

時の動作、トルク、筋電図を‘制限なし’と‘制限あり’で比較した。 

‘制限なし’ではハンドリム駆動時に体幹を前傾させて体重を利用し、駆動時や前傾

からの体幹の起こしにはフットサポートを踏みしめて下肢への反力を利用していた。急

勾配では前傾により前輪の浮き上がりを抑えていた。‘制限あり’では、駆動は上肢の

みで行われ、前輪浮き上がりも‘制限なし’に比べ多く生じた。駆動時間の延長、上腕

の後方への引き動作の減少、下肢の外側広筋や腓腹筋の活動、体幹筋活動の抑制が見ら

れ、駆動の大変さや後転の怖さ等の心理的負荷が増加した。体幹固定により前傾は出来

ないため、膝関節など下肢関節を固定してバランスをとる代償動作が見られた。 

以上より、上り坂走行では、動作制限により体幹や下肢の筋の抑制が見られ、駆動の

大変さや後転の不安が増す心理的影響があった。また膝関節を固定し体幹姿勢を固定す

る代償動作も生じることが明らかになった。 

 第 4章では、本研究のまとめと今後の展望について述べた。今回、健常者に C8-T1 脊

髄損傷を想定した動作制限を施して下り坂及び上り坂を車いす走行させたところ、体幹

や下肢の筋活動の抑制効果が見られ、操作の大変さや不安感が増すことが明らかになっ

た。また、下肢の等尺性収縮などにより、動作制限を代償する動作も生じることが分か

った。 

以上、動作制限をすることで筋活動抑制や心理状態への影響が生じたことから、今回

の制限方法は障害の模擬技法開発の基礎資料になり得ると考えられた。今後は、実際の

障害者との比較を行ない、障害者の動作特性との類似点や差異を調べることで障害模擬

技法の開発をさらに進めることができると考えられた。 
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